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舗 蝕 喜楽

入によって解決で念るものと患っている4)。 数擦の活 2) 米民平佐，熊井，広宣言，藤本，牧島 J.Phys. 

性が荷次の高次現象であり，その認次L ントロピーな Chem.投機中

どうして決定するかが夜、の耳注意Eんでいる今後の課怒マ 3) J. A. Wet泌総針。n，Jr. T. A. Gens， W. H. 

ある。

!iI: 獄

1) 牧島 r化学Jf鈴子仏「主主主案化学J昭和32年4J主
61頁;鍛務付絡会予稿昭和32年{室長京);工化，重量

A 媒シンポジウム (昭殺132年 10fl号)

Cbristie and. A. R Bl'osi : 策2罰 G昔話会開原

子力感擦会議報告，15/p/937 (1958). 

4) 牧島: 物理教会総，協和34年.No. 2. 

触蝶懇談会の発足にあたって

広間鱗鼓器

(Kozo Hll支OTA)

とのt授の中は，神武湾奇気になったり，
なったり，種々様々に変転してしぺ。とこの織な傾向E玄

関然科学の学界OE廷潮にも見受けられると添う。新実

験法が発見されたり，指導的理論がと臼E援したりすると

関連学界食休が活気ずき，時にはこれがきっかけにた

り，独創的研究が相次いでさ!::tL，

拓されていく。やがて広野の絞雰に達すると，既得知

織の綴り直しが初まり，マンネリズム的研究の横行と

なって学界に沈滞の雲寺期がやっでくる硲とこの状態は次

の新しい息吹がおとずれるまでつづく。

触媒化学，広くいえば反応識の分野とて，このよう

な運命は免れない。11:水素トレ…サ一法の発艇と絞移

とを指機とする 1930年代前半は反応

総誕生の時期といえる 1鉛O年頃以来の禁容々しさがあ

った。その後，反応急会に発展はあるにしても，その頃

に比べるべき?怨速な進歩はみられな:いが，

は或いは磁期的成果が現われそうといってもよかろう。

そういう後界の反応論の状態は我留にも反映している

A が，戦後の特異な環境Tにあったため，やぞ特穏な傾
i勾が我闘では認められる。触媒懇談会の主主営には今後

ζの点を考慮すべき?点が多いにあるように思われる。

そのような観点から，本会の機関紙「触媒」

関速して弘見なのべさせてI誠心

使1i:Jニ.敗戦後から現攻後守?の議鶴弘

分けてみる。 第 Z芸立は昭和20-25年(1945-50)の時

滋後の物質不足のr:tに乏しいli持究聖堂で綴々 と

研究者どつづけていた頃であるむ その上，当時十立海外の

研究全知るにも限られたJレートで少数の新刊雑誌をの

ぞきfみる位であったから，益々我国の宅金約7kr象?主主目対

的に低下するばかりであった。ただ，海外諸国も戦争

の影響を受けて，その進歩が努しくなかったのが添い

といえよう。したがって，その境研究報告には海外の

新知F誌の吸収にもとずく成長良が多かった。空当然 にの

燃は我悶触媒化学に立さいてもっとも培い時代であった

といえよう。

第2鶏にあたるのは昭和26-30年(1951-55)で，占

領政策立〉変花ふそれにつづく総和条約の発効により

(1952)， 

ある。それに伴い，

少の増加は私共の研究主主畿を芽生えさせたのは察実で

そのよ各国の文献の入手と海外への研究殺の留学視察

は直接に海外の研究状況を察知できるようになり，ど

うやら正常心研究体制をとることが可能となった。し

かし我闘の学的水準の緩急がはっきりと認識五きれたの

も警察爽であらう。この綴，海外では新災験技術が急速

に発途し，触媒の研究?にもその適用が開始されだした

(赤外吸収法， NMR， PSR. Field Er泌総ion顕微鏡の発

途)。したがって，このままでは益々我留の触媒化学の

劣勢は絶銭的ともいう状況になる可能伎があった。た

だお51造問、ら触媒討議会が道整然1縫うされ，

ったのは特記すべきであらう G したがっ

て本織にまで暗黒時代がつづいていた。

~)き (Faculty of Science， Osaka U泌時間ity).
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第3期は熔和31年 (1956);から現在までの持期であ

る。この期には公私の研究機関共に研究霊堂ぷ段差出習

し，新しい教義裁設備が毅入され，一流の研究機関なら

ばー遜りの必要な研究条件が兵って

←ぢδ後裂することJ.

生ド語の編集方針は統にとのようになっているときい

ているが，とれがヱド誌新発廷の図的?とかなうこと合と

ζ?と指摘したいお (A)の理府からのベる。発行段数の

ーがい時訟法手霊式みものを役務する人はないだろう

ないα とすれば丁皮この期に問機シムポジウムへの参 が，後先権獲得を図的とする報号告はむしろ関本化学会

加(1956介， Philadelphia会議への溶内教授に対する のささ誌にø守さることを会員に認、ゐて頂きたいと，~，う。

お樗)が紛まったのも偶然ではないかぢ帰れない~"~'.，そ J':J ぞのt~約七勝、様化学の進展に寄与、ずるならば，少々長

れ以後のことは白羽だからか〈まい。 くても，また大部分が他殺、にtおたものの綜会希であって
こういう経滋をた1::.'弘七議後どうなるかと忍われた も，のせたらどうであろうか。そうすれば「触媒Jは

我国の触媒化学も一応国際協力に応じ得:5状況となっ 我留の触媒化学全体の現状な反映?る雑綜となり，慈

う。その

のはF較すま?で
あ役、割を泉すぺ会でおろうかよ

恥司令設に研究の後進国では先進国の成果た吸収すれば，

それだけで学的のみならず技術的水準向とにおいて，

ある程度の日的合達する。ーその証拠は古い明治符伐ま

できi合にtおきないでも，前述の戦後第一期にあたる領
と二とである。しかし，

吸収に萎づく

竣倣では不十分で，独創的研究により自己発展してい

かねばならない。しかし.~とれだけでよいだろうか。

すでに我慢む触媒化学においてもいくつかの研究

は，屡#海外の文献に引用されるが，それが大会く成

したタrr~土少ない。反対にタト湿のある学派のi:Il綴

所としての役割を泉ずに終っている例が多い。どの研

も後の貌!たるこi:を謹んではいたいだろうが，

独自の学派として発展する例が少なし九所が，我箇の触

媒11i;学発展ょの問題点であろう。 ζの欠点合解消ナる
には密内?とおける討翁を十分に行い，その成果合国内

の墓磁波び応用の両方で利用しつくすことでおる。そ

，結果を印刻物として混

ととである。触様化学討論会では，そ

の予稿祭が年々、立派なものにだって討議合面白し、もの

とL什参加議ぎに蓄電献する所が多いが，滋終的級文が閣

の内外に散らばべっているのは，回認J11稽を欠く
がある刻現在では雑誌の綴絡向よとその種類の犠加侭

よって密内総ナら若手研究者はさなでを見ることがむずか

しい。したがって触媒化学関銭安毅がま

とは望ましいととである。こう考えると

して重要な意味を

自治会果す?とゐ

ぅ硲

くともよいが，

まとまった報告に重点なおされ (B)務員立として1=1;2ぶ語

礎及び応用の両方笛の研究者に役立つものとなろう。

また包本化学会の三誌と役割!の分化さとこのように行う

もあろ弘 次にやや自明と怠われる{斡

的に認めざ'Itるための好録的忠告も勿論ふミまれてい

る。実際，号本認で発淡されただきわ，優先権が5留めら

じくない。しかし我閣の皇室嫁化

学向上の後五診を持つ触媒化学懇談会機関誌として向本

誌の発fij践的に対し，第三の業主由は当然他の理由?とゆ

ずるペケであろう。議でち欧文より邦犬伝子方がよみ易

い。 s欽文で漣露草しにくいことも河本文なら寝そべって

もよある。我喜支の独鎖的研究が英文セ発表されたとす

と容易に内容を消化し，新

う。極端にいえばをす1-1'主我留

の学的水殺を相対的に下げているともいえよう;勿議

自イ七誌工化託~， B. O;S. Japa白.:::
感じのちがうものとなろうが，ぞれでよい

ではなかろうかぷ以上の結論は甚だ陣際的協力を欠く

との街化りをうけるかも知れないので，終りに一言す

れば，これはあせまで本誌の在り方にりいてのこ

国際協力の問的家?とは側人の優先権の民的には，イ溢の

雑誌，たとえば日化の主主誌を大いに事j用ずべき亡不ム

自身大いにそうしようと考えている。

くようにとの御依頼で，勝手なこ

どをかいて或いは差し障りもあるかも知れない。しか

し筆議は私見を強硬におし遜す性格ではないから，翻

j注射jを頂t滅工tま若やいである。


